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電話（０１７５３８） ㈹ ２ に １

５ 月 ｜ 日 現 在 人 口（ 前 月 比 ）

男 ２，０７５ （ 一 ３）

女 ２，０４７ （ 十 ４）

計 ４，１２２ （ 十 １ ）

世 帯 数 １よ ｔＯ （ 十 １３）

四
目
十
日
、
福
浦
地
区
で
稲
荷

神
社
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
を

会
場
匸
、
福
浦
芸
能
保
存
会
に
よ

る
福
浦
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
歌
舞
伎
は
、
百
年
の
伝
統

あ
る
も
の
で
、
昨
年
十
月
、
県
の

無
形
民
族
文
化
財
匸
申
請
し
て
お

り
、
五
月
八
日
匚
県
の
文
化
財
審

議
委
員
一
行
万
来
村
し
ま
し
た
。

今
回
は
匸

二
番
宣
、
義
経
千
本

桜
、
忠
臣
晉
三
段
目
、
五
段
目
、

一
の
谷
二
葉
軍
記
、
太
公
記
を
上

演
し
ま
し
た
。



無
火
災
・
無
災
害
に
向

か
っ
て

定

期

観

閲

式
・

五
月
十
二
日
、
佐
井
村
消
防
団

の
定

期
観
閲
式
が
、
佐
井
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
式
場
と
し
て
行

Ｘ
Ｉ
ま
し
た
。

八
分

団
百
八
十
一
名
の
団
員
と
、
十

五
名

の
川
目
婦
人
消
防
協
力
隊
に
よ
り

息
の
合
っ
た
ポ

ン
プ
操
法
や
ま
と
い
演

技
、
分
列
行
進
や
力
強
い
放
水
演
習
を

披
露
し
、
石
沢
村
長
の
観
閲
を
受
け
ま

し

た
。

ど
の
分
団
も
、
日
頃

の
訓ヽ
練
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
、
青
森
県
知
事
（
代

理
）
他
多
数

の
来
賓
、
観
客
も
寒
さ
を

忘
れ
て
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

ま と い 演 技 観 閲 者

川目婦人消防協力隊 ポ ン プ 操 法

分 列 行 進中央岩壁での一斉放水

表
彰
を
受
け
た
み
な
さ
ん

消
防
庁
長
官
表
彰

○

永
年
勤
続
砧
労
章

本
団

副
団
員

新
田

常
雄

青
森
県
知

事
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労

章

本
団

分
団

長

宮
川

勉

日
本
消
防
協
会

々
長
表
彰

○
精

績

章

本
団

副
団
長

新
田

常
雄

○
勤

続

章

第
一
分
団
副
分
団

長

内
田

慎
一

第
二

分
団

副
分
団

長

金
沢

清
士

青
森
県
消
防
協
会
々
長
表
彰

○

勤

功

章

第
三

分
団

部

長

松
村

信
儀

第
八

分
団

分
団
長

竹
内

重
雄

○

永
年
勤
続
章

二
十
五
年
以
上

第
二
分
団

班

長

松
谷

明

○

永
年
勤
続
章

十
五

年
以

上

第
一
分
団

団

員

竹
本

慎
吾

第
二

分
団

班

長

福
田

義
一

団

員

横
浜

信
雄

団

員

岡
本

文
雄

団

員

福
田

栄
一

団

員

和
田
喜
久
男

第
三

分
団

班

長

鹿
島

秋
夫

第
七

分
団

団

員

田

中

明
正

○

永
年
勤
続
章

十
年
以
上

第
一
分
団

班

長

田

名
部

久

団

員

田

名
部
洋
一

第
二

分
団

団

員

鹿
島

優

団

員

宮

野

勇

団

員

長
島

新
市

団

員

長
島

修

第
三

分
団

班

長

加

藤

義
一

団

員

木
部

一
夫

団

員

田
中

岩
男

団

員

萬
谷

安
雄

団

員

松
本

正

一

第
四
分
団

部

長

川
畑

勲
夫

班

長

宮
木

幸
雄

班

長

木
下

昇
次

団

員

中
村

米
一

団

員

宮
川

久
雄

団

員

内
田

正
勝

団

員

館
脇

正
博

団

員

福
田

功

団

員

館
脇

秀
章

第
五
分
団

団

員

福
田

秋
雄

団

員

横
浜

仁

団

員

新
田

徳
広

第
八
分
団

団

員

竹
内

拓
己

県
消
防
協
会
む
つ
下
北
支
部
長
表
彰

○
優
良
団
員
章

第
四
分
団

部

長

川
畑

勲
夫

第
五
分
団
副
分
団
長

横
浜

芳
男

第
六
分
団
副
分
団
長

大
坂

隆

第
七
分
団
副
分
団
長

田
中

義
一

佐
井
村
長
表
彰

○
感
謝
状
（
永
年
勤
続
退
団
者
）

若
山
茂
喬

前
分
団
長

２９
年
９
ヶ
月

石
黒
清
吾

前

団

員

２４
年
１
ヶ
月

○
感
謝
状
（
一
般
協
力
者
）

三
尸
斗
武

防
火
水
槽
新
設
置
土
地

無
償
提
供

畑
野
三
郎

防
火
水
槽
新
設
置
土
地

無
償
提
供

佐
井
村
消
防
団
長
表
彰

○
感
謝
状

内
藤
広
子

永
年
に
亘
る
防
火
水
槽

除
排
雪
協
力
に
よ
る
。



街

を

き

れ

い

に

大
佐
井
橋
を
清
掃
奉
仕

去
る
四
月
二

十
日
、
佐
井
村
身
体
障

害
者
福
祉
協
議
会
員
、
東
出
正

義
、
東

出
き
み
子
、
宮
沢
岩
五
郎
、
田

名
部
由

一
、
田

名
部
徳
松
、
山
田

作
太
郎
、
樋

ｉ青 １，Ｓ ｉ舌 刳１

側
溝
清
掃

矢

越

地

区

側

溝

清

掃

四
月
二
十
五
日
、
矢
越
地
区

の
住
民

が
総
出
で
、
側
溝

の
清
掃
を
行

い
ま
し

た
。側

溝
に
は
、
一
年
分
の
泥
や

ゴ
ミ

が

だ
い
ぷ
た
ま
り
、
ス
コ

ッ
プ
で
取
っ
て

は
、
一
輪
車
で
運

び
捨
て
て
い
ま
し
た
。

作

業
は
、
昼

頃
で

終
り
、
側
溝
は
す

っ
か
り
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

口
玉
一
、
奥
杢

房
雄
、

板
井

藤
太
郎

さ

ん
達
と
、
今
川
部
長
は
、
去
年
に
引
き

続
き
、
大
佐
井
橋
の
清
掃
を
行

い
ま
し

た
。橋

雌

冬
か
ら
の
ド

ロ
が
た
ま
り
、

か
な
り
汚
れ
て
い
た
だ
け
に
、
清
掃
作

業
で
ず
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
橋
の
清

掃
奉
仕
を
続
け
た
い
と
張

り
切
っ
て
い

ま
す

。

油

濁

汚

染

防

止

海

岸

清

掃

作

業

四
月
二
十
四

日
、
佐
井
村

全
村

の
海

岸
で
、

漁
業

協
同

組
合
員
約

七
百

名
の

人
達

が
、
一

斉
に
清
掃
作
業
を
行

い
ま

し
穴こ

れ
は
、
今
年
一
月
頃
の
原

因
不
明

の
油
汚
染
に
よ
る
も
の
で
、
海
草

な
ど

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

清

掃
は
、
午
前
八
時
半
か
ら
始

ま
り

油

で
汚

れ
た
ゴ
ミ

を
、
何
ヶ
所
に
も
集

め
て
燃

や
し

て
い
ま
し

た
。

作
業

は
、

十
二

時
頃

で
終
り
、

海
岸

は
だ
い
ぶ
き

れ
い
に
な

り
ま
し

た
。

演

芸

発

表

会

行

わ

れ

る

去
る
四
月
二

十
一
日

、
農
業
研

修
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て

、
佐
井

青
年
団

（
坪

井
敏

明
団

長
他

十
九
名

）
に
よ

る
、
演

芸
発
表
会

が
行
わ

れ
ま
し
た

。

会
場
は
、

子
供

か
ら

お
年
寄
り
ま
で

百
名
以
上

の
観
客

が
入

り
、
発
表

が
始

ま

る
と
、
拍
手
や

か
け

声
、
さ
ら
に
は

笑
い
声

が
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ

た

り
、

だ
い
ぶ
盛

り
よ

っ
て
い
ま
し
た
。

演
芸
発
表
は
、
舞

踊
、
演

劇
な

ど
二

十
種
ぐ

ら
い
発
表

さ
れ
、

ど
れ
も
盛
況

の
う
ち

に
終
了
し
ま
し

た
。

海 岸 清 掃青年団の演劇

異

常

冷

水

に

よ

る

サ

ザ

エ

絶

滅

死

状

態

々
‥

二

月
中
旬
頃
か
ら
、
全
国
的
規
模
に

わ
た
り
、
異
常
な
冷
水
現
象

が
起
き
て

い
ま
す
。
下

北
海
域
に
お

い
て
も
、
近

年
に
な

い
冷
水
現
象
で
、
数
多
く
の

マ

ダ
イ
、
ク

ロ
ダ
イ
、
ア
ワ

ビ
な
ど

が
、

へ

い
死
、
仮
死
状
態
で
捕
獲
さ
れ
て

い

ま
す
。

去
る
五

月
二

日
、
当
村
海
域
の
実
態

を
調
査
す
る
た
め
、
潜
水
夫
を
使
い
調

査
し

ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ア
ワ

ビ
の

へ
い
死

は
見
当
り
ま

せ
ん
で
し

た
が
、

サ

ザ
エ
は
絶
滅
状
態
で
し

た
。

こ

の
異
常
冷
水
現
象
が
続
く

と
、

今

後
の
生
産
に
影
響
が
出
て
く

る
も
の
と

考
え

ら
れ
ま
す

。
な

ん
ら
か
の
対
策
が

望
ま

れ
て

い
ま
す

。

訪

問

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

新

井

武

先

生

（
佐
井
診
療
所
長
）

新
井
先
生
は
、
佐
井
村
に
来
て
十
六

年
に
な
り
ま
す
。
毎
日
午
前
中
は
、
百

人
以
上
の
患
者
を
診
察
し
、
午
後
か
ら

は
、
部
落
の
辺
地
診
療
に
出
か
け
、
多

忙
な
日
々
を
送
。つ
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
自
分
の
健
康
管
理
は
、
み

ず
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
、
毎
朝
、
川
目
ま
で
の
散
歩

を
か
か
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
最
近
は
、
診
療
所
前
の
庭
い
じ
り

に
精
を
出
し
、
す
こ
し
で
も
患
者
さ
ん

の
心
の
や
す
ら
ぎ
に
な
れ
ば
と
、
は
り

き
っ
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
注
射
や
薬
に
た
よ
る
こ
と

な
く
、
ふ
だ
ん
か
ら
食
事
に
気
を
つ
け

た
り
、
運
動
を
す
る
な
ど
、
健
康
管
理

に
つ
と
め
る
こ
と
が
、
大
事
で
あ
る
と

言
っ
て
い
ま
す
。



い
き
い
き
と
ゆ
と
り
の
あ
る
家
庭

－

家
庭
づ
く
り
と
親
の
役
割
－

信

頼

し

あ

え

る

家

族

関

係

を

④

家

族

の

立

場

を

理

解
し

あ

お

う
。

子

供

に

対
し

て

父

、
母

の
仕

事

や

家

庭
内

で

の

立
場

を

理

解

さ
せ

る

こ

と

は

家

族

へ

の

信
頼

感
を

育

て

る
上

で

大

切

で
す

。

（
…）家

族

の

結

び

つ

き

を

強

め
よ

う

。

家

族

の
関

係

は
、

切

っ
て

も

切
れ

な

い

強

い
き

ず
な

で

結

ば
れ

て

お

り

、

相

互

の
結

び

つ
き

を

強
め

る

こ

と

が
大

切

で

す

。

（
…）家

庭
内

で

自

分

の

役
割

を

遂

行

し

よ

家

庭

に
あ

る

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割

を

自

覚

し

、
責

任

を
果
た
す

こ
と

が
大
切
で
す
。

大

黒

柱

と

な

る

父

親

に

（
…）
精

神

的

な
支

柱

と

し

て

の

自

覚

を

持

父

親

は

、

家

族

の

心

の

よ

り

ど

こ

ろ

で

あ

り

、

人

間

と

し

て

の

生

き

方

の

手

本

と

な

る

こ

と

が
大

切

で

す

。

（
…）
重

み

の

あ

る

決

断

を

し

よ

う

。

家

族

が
困

難

に

出

合

っ

た

時

こ

そ

父

親

の

出

番

で

あ

り

、

父

親

は

家

庭

の
方

針

を

決

定

す

る

リ

ー

ダ

ー

と

な

る

こ

と

が
大

切
で

す

。

（
…）
時

に

は
″
こ

わ

い

”
存

在

に

な
ろ

う
。

怒

る
と

き

は
、

威

厳

を

も

っ
た

ど

わ

い
”

父

親

に

な

る

こ

と

が
大

切

で

す

。
や

さ

し

い

心

で

包

む

母

親

に

（
…）
家

庭

の

太
陽

で

あ

る
よ

う

に

心

が
け

よ

う

。

母

親

は

、

い
つ

で

も

明

る

く

温

か

く

す

べ
て

を

平

等

に

包

み

は

ぐ

く

む

、

家

庭

の
太

陽

と

な

る

こ

と

が
大

切

で

す

。

④

時

に

は

子

供

か

ら

手

を
引

く

こ

と

も

考

え

よ

う

。

子

供

が
自

立

し

て

ひ

と

り

立

ち

が
で

き

る
よ

う

に

す

る

た

め

に

は

、

子

供

か

ら

離

れ

て

見

守

る

こ

と

が
大

切
で

す

。

④

縁

の

下

の

力

持

ち

に

な

る

よ

う

に
し

よ

つヽ
。

母

親

が
家

族

の

か

げ

に
ま

わ

っ
て

、

潤

滑

油

と

な

っ

た

り

、

調

査
役

の
役

割

を

果

た

す

こ

と

が
大

切
で

す

。

励

ま

し

合

え

る

き

ょ

う

だ

い
に

（
…）
仲

の

良

い

交

わ

り
方

を
教

え

よ

う
。

き
ょ

う

だ

い
は

、

お

互

い
に

励

ま

し

合

い
助

け
合

っ
て

い
く

こ

と

が
大

切
で

す
。

（
…）
思
い
や
り
の
心
を
育
て

よ
う
。

子
供
の
生
活
の
具

体
的
な
場
面
で
、

思
い
や
り

の
心
を
そ

だ
て

る
こ

と
が
大

切
で
す
。

④
個
性
を
見

つ
け
さ
せ
よ
う
。

自

分
の
個
性
を
発
見
す

る
き

っ
か
け

と
し
て
、
子
供

の
不
平
を
聞

い
て
や

る

こ
と

が
大

切
で
す
。

圜

瀏

圉

（
…
）感
謝
や

い
た
わ
り
の
気
持
ち
を
持

と

祖
父
母
に
生
き

が
い
を
持

っ
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
家
族

が
祖
父
母
の
存
在

に
価
値
を
認
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

④
長

い
人
生
経
験
か
ら
学

ぼ
う
。

い
ぷ
し
銀
の
よ
う
な
味
わ
い
を
持
つ

老
人
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
、
役

立
て
る
こ

と

が
大
切
で
す

。

（
…
）子
供
の
し
つ
け
に
一
役
か
っ
て
も
ら

お
う
。

子
供
の
し

つ
け
に
、
祖
父
母

の
持
つ

ま
ね
る
こ

と
の
で
き
な
い
味
わ

い
の
あ

る
説
得
力

や
愛

情
を

役
立
て
よ
う
。

け

じ

め

の

あ

る

家

庭

に

（
…）
我
が
家

の
憲
法
を

つ
く

ろ
う

。

望
ま
し

い
家

庭
づ
く
り
に
は
、
家

族

が
話
し
合

っ
て

ル
ー

ル
を
決
め
、
そ
れ

を
守

る
こ
と

が
大

切
で
す
。

（
…
）家
族
み
ん
な

が
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
ろ

親
と
子
の
間
で
も
、
礼

儀
作
法
を
守

る
こ
と

が
大
切
で
す
。

④
家

族
み

ん
な
が
義
務
と
責
任
を
果
た

そ
う
。

大
人
は
も
ち

ろ
ん
、
子

供
た
ち
も
家

族
と
し
て

の
義
務
を
果
た
す
と
と
も
に

自
分

の
行
為
に
責
任
を
持

つ
こ
と

が
大

切
で
す
。

自

由

に
話

し

合

え

る
家

庭

に

（
…）
何

ご
と
に
も
気
軽
に
話
し
合

お
う
。

家
族
み
ん
な

が
、
隠
し
事
を
し
な

い

で
気
軽
に
話
し
合
え
る
こ
と

が
、
明
る

い
家
庭
を
つ
く
る
た
め
に
大
切
で
す
。

（
…）
子
供
た
ち
に
も
相
談
し
よ
う
。

子
供
に
も
、
そ
の
成
長
に
応
じ
て
、

家
庭
の
相
談

ご
と
に
参
加
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

（
…）
喜
び
も
悲
し
み
も
家
族
の
み
ん
な
で

分
け
合
お
う
。

何
ご
と
も
、
親
子
み
ん
な
で
喜
ん
だ

り
、
悲
し

ん
だ
り
で
き
る
よ

う
な
、
隠

し

ご
と
の
な

い
家

庭

づ
く
り
が
大

切
で

す

。
温

か

み

の

あ

る

家

庭

を

（
…）家

庭
を
憩

い
の
場
に
し

よ
う
。

家

庭
を
、

職
場
や
学

校
か
ら
帰
宅
し

た
家

族
が
、

心
身
を
休

め
、
く

つ
ろ
げ

る
よ
う

に
す

る
こ

と
が
大

切
で
す

。

ｅ

家
族
み
ん
な
で

励
ま
し
合

お
う

。

家

族
が
お
互

い
に
励
ま
し
合

っ
て
、

仕
事
や
学
業
に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と

が
大

切
で
す
。

（
…）
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合

お
う
。

明
る
く
、
温
か
み
の
あ
る
家
庭
を
つ

く
る
に
は
、
家
族
の
み
ん
な

が
気
持
ち

を
そ
ろ
え
、
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

（
…）
健
康

な
心
を
育
て

よ
う
。

毎
日
を

い
き

い
き
と
張
り
合

い
を
も

っ
て
送

る
に
は
、

健
康
な
心
を
持

つ
こ

と

が
大

切
で
す
。

（
…）
健
康
な
身
体
を
つ
く

ろ
う
。

毎
日

の
生
活
を
送
る
う
え
で
、
家
族

み
ん
な

が
健

康
で
あ
る
こ
と

が
一
番
大

切
な
こ
と
で
す
。

（
…）
健
全
な
家
庭
環
境
を
つ
く
ろ
う
。

家
族

が
気
持
ち
よ
く
、
快
適
な
生
活

を
送
る
に
は
、
清
潔
で
明
る

い
環
境
を

つ
く
る
こ
と

が
大

切
で
す
。

（
…）
我
が
家
の
持
つ
良
さ
を
伸
ば
そ
う
。

ど
こ

の
家

庭
に
も
必
ず
長
所
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
良
さ
を
伸
ば
す
こ

と

が
大

切
で
す

。

（
…）
我
が
家

の
伝
統
を
大
切
に
し

よ
う
。

時
代

が
変
わ

っ
て
、
核
家

族
が
多
く

な

り
ま
し

た
が
、

我
が
家

の
伝
統
を
絶

や

さ
な

い
よ
う
に
す

る
こ
と

が
大

切
で

す

。
④
家
族

そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
伸

ば
そ
う
。

家

族
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ
個

性
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り

の
長
所
を
伸

ば

す
こ
と

が
大

切
で
す
。

（
…）余
暇
の
生
か
し
方
を
知
ろ
う
。

余
暇
を
見
出
し
て
、
有
効
に
活
用
す



る

こ

と

が
大

切

で
す

。

（
…）
余

暇

を

見
出

す

工

夫

を
し

よ

う
。

「
忙

中

に
閖

あ

り
」
で

、

た
と

え

短

時

間

で

も

、

余
暇

と
し

て

過

ご
す

努

力

が

大

切

で

す

。

（
…）
家

族

と

い

っ

し

ょ

に
余

暇

を

過

ご
そ

家

族

み

ん

な

が

、

い

っ
し

ょ

に
過

ご

す

余

暇

を

持

つ

こ

と

が
大

切
で

す
。

家

族

｀
団

ら

ん

を

大

切

に

④

家

族

の

中

に

、

明

る

い

ふ

ん

い

気

を

つ

く

ろ

う

。

家

族

が

そ
ろ

っ
て

テ

レ

ビ
を

見

た

り

ゲ
ー

ム
を

す

る

な

ど

、

く

つ
ろ

げ
る

時

間

を

持

つ

こ

と

が
大

切
で

す

。

（
…）
家

族

の

対

話

を

大

切
に

し

よ

う
。

子

供

が
考

え

て

い

る
こ

と

や

、

そ

の

日

に

あ

っ
た

こ

と

を

、
・
自

由

に

話
し

合

う

こ

と

が
大

切
で

す

。

（
…）家

族

が
い
っ
し

よ
に
食

事

を

し

よ

う
。

家

族

が

い

っ
し

よ

に
、

会

話

を

し

な

が
ら

、

楽

し

い

ふ
ん

い
気

の
中

で

、

食

事

を

す

る
こ

と

が
大

切
で

す

。

昭

和

五

十

九

年

度

各

種

学

級

教

室

講

座

原

田

地

区

総

合

学

級

原
田

地
区
公
民
館

（
館
長
・
藤
田
重

良
）
ｒ

は
齟

地
区
公
民
館
に
先
ヤ
け
て

五
月
一

１０
に
、
地
区
生
活
改
善
セ

ン
タ

１
で
開
級
式
を
行

い
ま
し
た
。

五
月

か
ら
、
来
年
三
月
ま
で
の
間
に

料

理
教
室
、
着
付
教
室
、
教

養
講
座
言

趣
味
講
座
、

ス
ポ

ー
ツ
教
室
、
子

供
会

対
象

の
郷
土
芸
能
伝
承
教
室
等
を

開
催

し
ま
す
。

佐

井

婦

人

講

座

中
央
公
民
館
で
は
、
両
佐
井
に
居
住

す

る
婦
人
を

対
象
に
、
五
月

～
十
一
月

に

か
け
て
合
計
二
十
三
回
の
講
座
を
企

画

し

、

五

月

九

日

に

佐

井

婦

人

会

館

で

開

講

式
を

行

い
ま

し

た

。

講

座

内

容

は

、

茶

道

、

華
道

、

ス

ポ

ー

ツ
、

手

芸

、

焼

も

の

、

料

理

等

で

す

。講

座

に

つ

い
て

の
問

い
合

せ

先

中

央

公

民

館

・
登
一

二

一

一

〇

講

座

運

営

委

員

長

浜

中

よ

ん

容
一

二

七

六

七

長

後

青

年

教

室

教

育

委

員

会

で

は

、
青

年
を

対
象

に

毎

年

各

地
区

ご

と

に

青
年

教

室

を

開

催

し

て

い
ま

す

。

長

後

地

区

で

は
、

五

月

二

日

に
地

区

の
青

年

が
集

ま

り
、

学

習

内

容

を

検

討

し

、

五

月

～
八

月
ま

で

の
三

ヶ

月
間

に

わ
た

り
、
体

育

、
音

楽

、
書

道
、
技

術

、

キ

ャ

ン

プ
研

修

、
作

文

等

を
学

習

す

る

こ

と

に
な

り
ま

し

た

。

絵 で 見 る

「 子 ど も を 悪 く す る 親 の 態 度

思いあたる方は、すぐ改めて………

しつけが一貫せず．家族そ れぞれ
ヵりくう／くう．

マ

争 い が 絶え ず 、親 子 の話 し合 い も

ない 。

学 校 の成 績 だ け で、 子 ど も を評 価

子どものしつけは母親まかせで
、

父親は全く無関心か放任。

～ －

Ｌか る だけ で 、ほ め るこ と を しな
子どもの表面だけを見て

、心の中
まで戛０ろ弓ｙｌ．ない＿

卜
原
田
地
区
偕
合
学
級

卜
佐
井
婦
人
講
座

今
月
の
名
言

遺
憾
な
く
過

ご
し
た
一
日
は
楽
し

い

眠
り
を
も
た
ら
す
。

イ

タ
リ
ア
、
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
の
画
家

で
あ
り
、
彫
刻
家
で
あ
り
、
建
築
家
で

あ
り
、
ま

た
誌
人
、
思
想
家
で
も
あ

っ

た
、
天
才

レ
オ
ナ
ル

ド

ー
ダ

ー
ビ
ン
チ

の
言
で
あ

る
。

一
日
を
有
意
義
に
過

ご
し
た

と
き
は

充
実
感

が
い
っ
ぱ
い
で
、
快

い
眠
り
に

つ
け

る
も

の
で
あ

る
こ
と
は
、
諸
君
も

体
験

ず
み
だ
ろ
う
。

世
間
に
は
よ
く
、
「
忙

し

く
や

り
き

れ
な

い
」

と
か
、
「
暇

が
な
く

て
、

い

や
に
な

っ
て
し
ま
う
」
な

ど
と
、
こ

ぼ

す
人

が
あ

る
が
、
実

は
口
先
だ
け

の
こ

と
で
、

心
の
う
ち
は
、
せ

い
い
っ
ぱ
い

仕
事
を
し

た
こ

と
へ

の
満
足
感
で
あ
ふ

れ
て

い
る
こ

と
が
多
い
も
の
だ
。

そ
れ
に
ひ
き

か
え

、
何

も
し
な

い
で

兀

々
と
過

ご
し

て
し

ま
っ
た
一

日
の
な

ん
と
も
い
え
な

い
虚
脱
感
、

無
力
感
は

ど
う

だ
ろ
う
？

。

一
日
の
累
積

が
一
年
で

あ
り

、
一

生

で
あ
る
の
だ
か
ら
、
悔
い
の
な

い
日

々

を
過

ご
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

終
生
、

各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
超
人

的
な

活
躍
を
つ

づ
け

た
ダ
ビ
ン
チ

は
、

毎
晩
よ
く
眠

れ
た
に
ち
が
い
な

い
。



ス
ポ
ー
ツ

佐
井

村

朝
野

球
大
会

始

ま
る

佐
井
村
朝
野
球
大
会
の
開
会
式
が
、

五
月
六
日
、
太
田
杯
争
奪
野
球
大
会
と

同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
十
チ
ー
ム
、
総
勢
百
四
十
二

名
が
参
加
、
十
日
か
ら
佐
井
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

参
加
チ
ー
ム

チ ー ム 名 監 督

ス パ イ ダ ー ス 内田 耕一

コ ー ナ ー ズ 畠中 孝司

下 信 愛 球 会 三戸 良一

太 田 林 業 太田 芳明

役 場 Ｏ Ｂ 中郷 啓一

佐 井 村 役 場 滝本 政憲

宮 川 左 官，宮川 尚

全 林 野 佐 井 山本 秀夫

細 川 建 設 ㈱ 岩泉 盛利

竹内 自エ ポテンザ 竹内 典和

第

十

回

太

田

杯

争
奪

花

見

野

球

大

会

五
月
六
日
、
風
が
ま
だ
冷
い
佐
井
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
九
チ
ー
ム
参
加

の
も
と
で
、
第
十
回
太
田
杯
争
奪
花
見

野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
脇
に
は
、
家
族
づ
れ

や
野
球
フ
ァ
ン
な
ど
が
多
数
集
り
、
応

援
も
に
ぎ
や
か
で
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

も
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。

試
合
の
方
は
、
ま
だ
ま
だ
練
習
不
足

で
、
エ
ラ
ー
の
続
出
で
し
た
が
、
選
手

達
は
、
久
し
ぶ
り
の
野
球
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

結
局
優
勝
は
、
教
員
チ
ー
ム
（
ス
パ

イ
ダ
ー
ス
）
が
、
竹
内
白
エ
チ
ー
ム
を

三
対
二
で
敗
り
、
太
田
杯
を
獲
得
し
ま

し
た
。

↓
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

花
見
野
球

↑

選
手
宣
誓
す
る
太
田
林
業

チ
ー
ム
の
太
田
芳
明
キ
ャ
プ
テ
ン

決勝戦 こ ここ に １ ２ ３ ４ ５ 計

竹 内自エ ポテ ンザ ０ ０ ，１ １ ２

ス パ イ ダ ー ス ０ １ １ ｌｘ ３

ス

パ
イ

ダ
ー

ス

細
川
建

設

佐
井
村

役
場

下

信
愛
球
会

コ

ー
ナ

ー
ズ

竹
内

自
工

・
宮
川

左
官

―
太
田

林
業

役

場

☆

第

六

番

（
ヒ
ン
ト
）

敵

の
王
様
で
飛

車
取
り
に
な

っ
て
お
り

ま
す

。
こ
れ

は
絶

対
に
助
け

な
く

て
は
な

り
ま

せ
ん
。

そ
の
方
法

は
、

た
だ
一

つ
し

か
あ
り
ま

せ
ん
。

（
正
解
手
順

）

畠

９
一
角

口
同

玉

畠
９
三

飛
成

り

口

８

一
玉

畠

８
二
金

の
五

手
詰
め
。

綿
駒

角
さ

☆

第

七

番

（
ヒ
ン
ト
）

大
駒
を
お
し
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
干

の
頭
に
あ
る
歩
を
、
生
か
す
攻
め
方
が
必

要
で
す
。

（
正
解
手
順
）

畠
３
一
角

（
‥）
同

金

畠
２
三
金

口

２
一
玉

畠
３
一
竜

口
同

玉

（

３
二
金
打
ち
ま
で
の
七
手
詰
め
。

作
駒

角
全

昭和５９年度佐井村立小・中学校児童生徒数一覧表

学 校 名 佐 井 小 原 田 小 磯谷小中 長後小中 福浦小中 牛滝小中 佐 井 中 合 計

教員数
小 １５ ７ ５ ３ ６ ５ ４１

中 ６ ７ ９ ６ １５ ４３

学級数
小 １ｍ） 硝） ３ ３ ３ ３ ２８

中 ２ ２ ３ ２ ７（１） １６

へき地級 １ １ ２ ４ ５ ５ １

小

学

校

１

男 ２６ ５ ３ １ ２ ２ ３９

女 ２６ ２ １ ２ ０ １ ３２

計 ５２ ７ ４ ３ ２ ３ ７１

２

男 １６ ２ ０ ０ Ｉ ３ ２２

女 １５ ４ １ ０ ０ ４ ２４

計 ３１ ６ １ ０ １ ７ ４６

３

男 ２５ ２ ３ １ ０ Ｉ ３２

女 ２７ ２ ０ ０ １ ２ ３２

計 ５２ ４ ３ １ １ ３ ６４

４
男 ２１ ２ １ ０ ０ １ ２５

女 ２４ ６ ０ ２ １ ３ ３６

計 ４５ ８ １ ２ １ ４ ６１

５

男 ２２ ５ ２ ２ ２ ２ ３５

女 ３６ ３ ３ ２ ０ ２ ４６

計 ５８ ８ ５ ４ ２ ４ ８１

６

男 ２０ ４ ２ ２ １ ２ ３１

女 ２１ １ ０ １ ３ ３ ２９

計 ４１ ５ ２ ３ ４ ５ ６０

計

男 １３０ ２０ １１ ６ ６ １１ １８４

女 １４９ １８ ５ ７ ５ １５ １９９

計 ２７９ ３８ １６ １３ １１ ２６ ３８３

中

学

校

１

男 ３ ３ ２ ３ ２７ ３８

女 １ ０ ５ １ ２４ ３１

計 ４ ３ ７ ４ ５１ ６９

２

男 ０ ２ ４ ４ ３７ ４７

女 ４ １ ２ １ ３０ ３８

計 ４ ３ ６ ５ ６７ ８５

３

男 ３ １ ８ １ ２７ ４０

女 ２ １ ２ ２ ２２ ２９

計 ５ ２ １０ ３ ４９ ６９

計

男 ６ ６ １４ ８ ９１ １２６

女 ７ ２ ９ ４ ７６ ９８

計 １３ ８’ ２３ １２ １６７ ２２３

合 計

男 １３０ ２０ １７ １２ ２０ １９ ９１ ３０９

女 １４９ １８ １２ ９ １４ １９ ７６ ２９７

計 ２７９ ３８ ２９ ２１ ３４ ３８ １６７ ６０６

（ ） 内 は特 殊 学級



明
治
四

年
に
、
三

戸
長
吉
は
、
箱
館

大
町
一
丁

目
の
仝
印
小
嶋
屋
（
佐
治
郎
）

か
ら
帰
村
し
て
い
る
。
「
明
治
三

年
ア

メ
リ
カ
蒸
汽
商
船
イ
リ
ェ
ル
積
入
空
海

官
別
届
何
控
帳
」
に
は
、
小
嶋
屋
の
署

名
押
判
も
み
ら
れ
る
。
長
吉
の
筆
跡
は

実
に
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
は

六
代
目
で
あ
ろ
う
か
。
お
玉
見
聞
録
を

残
し
だ
の
は
五
代
目
長
太
郎
で
、
代
々

箱
館
大
町
に
勤
務
し
て
い
た
証
で
あ
る
。

歴
史
の
も
つ
深
さ
（
時
間
）
と
広
さ

（
空
間
）
は
、
一
体
不
可
分
の
超
巨
大

性
を
も
っ
て
流
れ
る
。
お
玉
は
、
そ
の

中
に
あ
っ
て
極
細
の
点
で
あ
る
。

い
や

点
よ
り
は
無
に
近

い
。
徴
塵
（
み
じ
ん
）

で
あ
ろ
う
。

人

は
単
に
お
玉
と

い
う
。
し
か
し
、

こ
の
「
徴
塵
の
舞
台

が
佐
井
村
」
…
…
で

あ
っ
た
な
ら
、
恐
ら
く
佐
井
村
の
文
化

は
、
今
日
の
よ
う
な
不
毛

を
歎
く
こ
と

は
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

稿
の
終
り
に
、
三

戸
良
蔵
氏
（
文
吉

坂
井
三
郎
氏
（
風
俗
画
）
、

史
実

の
正

鵠

改
訂
を
す
す
め
て
く
れ
た
方

々
に
、
深

甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
余

録
）

津
軽
海
峡
を
生
物
学
で
は
、

ブ
ラ
キ

ス
ト

ン
線
と

い
う
。
ｊ

英
人

ブ
ラ
キ

ス
ト

ン
は
、
退
役
軍
人
で
、

ロ
シ
ヤ
沿

海
州
調
査

の
目
的
で
、
文

久
元
年

二

八
六

匸

箱
館

に
来
た
。

「
外
国
入

居

留
地
坪

数
並
地
税
調
」
に

は
「
文

久
元

酉
年
四
月

貸
渡
、
一
、

合
坪
三
百
五
坪
二
合
八

才
、
一

ヶ
年

地
税
、

洋

銀
百
九

弗
九
十
一

セ
ン

ト
四
、
大
町
築

島
、

英

商
人

ブ
ラ

キ
ス
ト

ン
」

と
あ

る
。

ブ
ラ

キ
ス
ト

ン
は
、

西
太
平

洋
商
会
支
配
人

と
し
て
、
中
国

お
よ

び
ロ
シ
ヤ
留
易

に

従
事
、
そ
の

か
た
わ
ら
、
島

数
の
探
集

研
究
を
続
け
、
津
軽
海
峡

が
、
わ

が
国

の
動
物

の
一
分
異
線
で
あ
る
と
発
表
。

そ

の
実
証
に

つ
と
め
、

ブ
ラ
キ
ス
ト
ン

線
と
名

づ
け
ら
れ
た
。

そ
の
探
集
し
た
島
数
源
本

は
、

現
在

北
海
道
大
学
付
属
博
物
館
に
保
存
し
て

あ

る
。

ま
た
、
日
本

初
の
蒸
汽
製
材
工
場
を

設
け
た
り
し

た
。

慶
応
三
年
、
東
通
村
小
田

野
沢
へ
、

英
国
捕
鯨
船
難
破
処

理
の
た

め
、

来
村

し
て

い
る
。

三

尸
家

に
は
、「
明
治
三

年
十
一
月
十

六
日
、

成
運

丸
上

り
、

ア
メ
リ
カ
蒸
汽

商

船
イ
リ
ェ

ル
積
入
、
并
二

運
賃
合
為

替
合
控
「
海
官
所
届

何
控
帳
」
が
あ
麦
。

「
大
町

一
丁

目
小

嶋
武
八
」
の
記
入
に

「

箱
館
、

仝
小

嶋
屋

」
と
丸
形
の
黒
印

が
添
え

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
巳
元

治
二

年
丑
正

月
吉
日
国

元

仕
送
帳
」
が
あ
る
。
国
元
と
は
、
佐

井
村
を

指
し

て
い
て
、
当
時
、
箱
館
佐

井

間
の
船
を
も
っ
て
仕
送
り
し
た
物
品

を
記
入
し

て
い
る
。

こ
れ
に
は
、
次
の
仕
送
り
先

が
み
ら

れ
る
。
佐
井

松
屋
・
原
田

・
佐
井
竹
内

壹
・
宮
川
屋

伝
之
助
殿
女
房
・
矢
越
竹

二

十
本
・
佐
井
娟
御
印
久
之
助
殿
・
佐

井

仲
吉
丸
甚
八
殿
・
原
田
久
次
郎
・
樋

口
于
船
（
栄
伝
丸
）
三
蔵
殿
・
佐
井
可

手
船
（
宝
運
丸
）
松
之
釛
殿
・
奕
八
幡

丸
喜
代
松
殿
・
長
福
寺
様
行

帰

国

届

佐
井

村

中

央

公

民

館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

句

三
戸

き
み

苗
育
て
隰
の
み
な
ぎ
り
を
待
ち
い
た
る

春
耕
の
い
た
わ
り
老
い
し
わ
れ
夫
婦

田
名
部
ヒ
サ

雪
解
水
濁
り
で
川
の
早
鳴
口
し

海
飫
の
青
谷
風
呑
む
鯉
幟
り

鶯
の
初
鳴
き
い
ず
こ
歩
み
と
め

泉
田
タ
ツ
子

草
若
葉
雨
鵈
れ
上
り
緑
し
む

農
作
に
の
ぞ
み
つ
な
ぎ
て
苗
育
む

浜
中

よ
ん

鉄
線
花
の
垣
つ
く
ろ
え
て
雲
仰
ぐ

紫
陽
花
の
芽
ぶ
き
に
ふ
れ
て
雨
を
待
つ

三
上

敏

み
ち
の
く
の
嶺
連
な
り
し
雪
の
果

屏
岸
の
老
松
根
深
し
雪
残
る

内
藤

清
美

春
一
番
網
巻
く
ロ
ー
う
音
ひ
び
き

娘
は
他
郷
ま
ん
さ
く
尋
ね
し
電
話
来
ぬ

若
山

悦
子

如
月
や
熱
誉
言
葉
の
古
手
帳

雪
山
に
熊
眼
り
お
り
憩
欲
し

短

歌

川
岸
キ
ョ

子

コ

ー
ラ
ス
に

励
み
し
日
々
の
甦
え
り

別
れ
の
曲
を
ひ

と
り
口
に

す

し
ろ
し
ろ
と
夜
明
け
の
光
さ
し

入
り
て

や
つ

れ
し
夫
の
頸
青
く
見
ゆ

海
峡
の
静

も
り
昏
れ
て
古
郷
の
函
館
山

の
灯
明
り
遠
し

春
ふ

く
む
風
や

わ
ら
ぎ
て
昏
れ
ゆ
け
ば

雪
地
に
遠

き
娘
を
想
い
お
口

奉
仕
の
日
み
た

る
皇
居
の
さ
つ
き
園
咲

き
盛

り
し

か
甦
え
り

く
る

上

山

実

（
昭
和
五

十
七
年
北
海
道
南
茅

部
町
）

旅
ご
こ

ろ
地
元
の
小
唄
の
ひ
と
節
に
酔

い
初
め
に

け
り

鹿
の

湯
の
宿

い
ち
め
ん
に

養
殖
ブ
イ
の
張
り

め
ぐ
る

南
茅
部
の

海
し

ず
も
れ
る

絶
え
ま
な
く
鵑
と
ぴ
か
つ

胛
端
大
謀

網

の
発
祥
碑
あ
り

黄
金
穂
の
路
の
ま
横
に

展
ら
け
ゆ
く
朝

日

に
尖
る
裹
駒
ヶ

岳

夕
ぐ
れ
の
海
の
は
る
か
に

函
館
の

漁
火

ゆ
る

る
こ
こ
ろ
残
れ
り



保
健
婦
だ
よ
り

成
人
病
－

５８
年
死
亡
統
計
か
ら

成
人
病
と
は

特
定
の
病
気
を
さ
す
の
で
は
な
く
、

四
〇
歳
位
の
働
き
盛
り
の
人
か
ら
多
く

見
ら
れ
る
病
気
の
総
称
で
す
。
そ
れ
に

は
、
高
血
圧
・
ガ
ン
・
心
疾
患
・
脳
卒

中
（
ア
タ
リ
）
糖
尿
病
な
ど
が
含
ま
れ

ま
す
。

死
因
の
一
位
は
ガ
ン

５８
年
の
死
亡
状
況
を
見
る
と
、
第
一

位
が
ガ
ン
、
二
位
が
ア
タ
リ
、
三
位
が

心
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。
５７
年
と
比

べ
る
と
、
ア
タ
リ
が
二
位
で
十
一
人
と

多
く
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
タ
リ

の
も
と
に
な
る
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
・

糖
尿
病
な
ど
の
病
気
を
も
つ
人
が
多
い

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
は
、
一
般

健
診
や
胃
腸
等
の
検
診
を
受
け
て
、
自

分
の
体
を
知
る
と
と
も
に
、
早
く
病
気

を
見
つ
け
て
治
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

四
〇
歳
以
上
の
人
は
、
特
に
進
ん
で
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

新
し

い
保
健
協
力
員
さ
ん
紹
介

中

道

黒

岩

谷
地
町

古
佐
井

浜

町

大

町

古
佐
井

新

町

緑

町

大
瀬
戸

川
原
町

工
場
町

大
佐
井

浜

町

仲

町

浦

町

大
佐
井

新

町

糠

森

台

場

川

向

地
区
名

鈴
木

恵
子

山
本

静
江

中
村

和
子

渡
辺

み
な

奥
本
よ
り
子

佐
賀
タ
エ
子

坂
井

よ
ね

田
名
部
ヒ
サ

間
山

は
つ

宮
川

よ
い

西
谷

君
江

津
田

幸
子

溝
江

ひ
で

小
国

英
子

宮
野
寿
美
子

田
名
部
愛
子

島
野

房
子

氏

名

原

田

川

目

矢

越

磯

谷

長

後

福

甫

牛

滝

地
区
名

長
内

ナ
ォ

佐
藤

こ
と

宮
田

良
子

川
岸
て
る
子

工
藤

あ
さ

川
谷

節
子

宮
木

よ
ね

内
田

チ
ョ

中
村
ふ
み
ゑ

横
浜
志
保
子

田
中

さ
き

滝
本

久
代

大
石

桂
子

田
中

信
子

田
中

か
ね

坂
井

み
ゆ

竹
内

祥
子

氏

名

こ
れ
か
ら
二
年
の
間
、
各
地
区
で
活

躍
す
る
保
健
協
力
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

保
健
協
力
員
の
活
動
は
、
各
地
区
の

人
に
、
各
種
成
人
病
検
診
・
教
室
健
康

相
談
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
検
診
の

申
し
込
み
を
と

っ
た
り
し
ま
す
。
各
地

区
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
問
題
や
情
報

を
村
に
伝
え
る
等
、
村
と
地
区

の
間
の

パ
イ
プ
役

が
主
な
内
容
で
す

。

子

宮

ガ

ン

検
診

を

行

い
ま

す

″
・

早
期
発
見
な
ら

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
な
お
る

子
宮

ガ
ン
は
、
胃

ガ
ン
に
次

い
で
女

性
に
多
い
ガ
ン
で
す
。
日
本
人
に
多

い

子
宮

ガ
ン
は
、
子
宮
頸
部
の
ガ
ン
で
す
。

幸

い
子
宮

ガ
ン
の
死
亡
率
は
、
著
名
に

低
下
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子

宮

ガ
ン
検
診
の
効
果
を
反

映
し

て
い
る

も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

子
宮
頸

ガ
ン
の
初
期
症
状
は
、
不
正

出
血
・
お
り
も
の
な
ど
で
す

が
、
早
期

の
子
宮

頸
ガ
ン
で
は
、

無
症
状

の
場
合

も
多
く

み
ら
れ
ま
す

。
症
状

が
な
く
て

一

般
健

康

診

査

を
行

い
ま

す

。

五
〇

上
（

○
歳
く
ら

い
で
、
あ

る
日

突
然
に
脳
卒
中
で
倒
れ
た
人
の
こ
と
を

聞

い
た
こ
と

が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
脳

卒
中
は
、
急
に
意
識
を
失
っ
た
り
、
半

身

マ
ヒ
を
起
こ
し
た
り
し
て
倒
れ
る
病

気
で
、
重
い
場
合
は
、
意
識
不
明
の
ま

ま
死

亡
し

、
幸
い

生
命
は
と
り
と
め
て

も
、
半
身
マ
ヒ

な
ど
の
後
遺
症
を

残
す

こ

と
が
多
い
の
で
す

。

脳
卒
中
を

お
こ
す

も
と
に
な

る
病
気

は
、
高
血
圧
と
動
脈
硬
化
で
す

が
、
高

血
圧
、
動
脈
硬
化
は
、
ま
た
、
心
不
全

狭
心
症
や
心
筋
硬
塞
な
ど
、
心
臓
病
の

原
因
と
も
な

っ
て
お
り
、
腎
臓
・
眼
な

も

定

期

的

に

子
宮

ガ

ン
検

診

を
受

け

る

こ

と

が
大

切

で
す

。

早

期

の
子

宮

ガ

ン
な

ら

、

手

術

療

法

や

放
射

線

療

法

で

、

ほ

ぼ

Ｉ
〇

〇

パ
ー

セ

ン
ト

な

お

り

ま

す

。

村

で

は

、

次

の
日

程

で

「
子

宮

ガ
ン

検

診

」

を

行

い
ま

す

。

各

地

区

の

保

健

協

力

員

が
後

日

、

各

家

庭

を

巡

回

し

ま

す

の
で

、

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

一
、

料

金

四

〇

〇

円

几

対

象

者

満

三

〇

歳

以

上

の

女

陛

子

宮

ガ

ン

検

診

日

程

月
日

６
月
２５
日

検
診
場
所

役
場
前

受
付
時
間

１２
時
３０
分
～
１
時
３０
分
ま
で

対
象
地
区

大
佐
井
・
長
後
・
矢
越
・
福
浦
・
牛
滝

月
日

７
月
２
日

検
診
場
所

役
場
前

受
付
時
間

１２
時
３０
分
～
１
時
３０
分
ま
で

対
象
地
区

古
佐
井
・
川
目
・
原
田
・
磯
谷

ど
に

も

障

害

を

起

こ

す

場

合

が
あ

り

ま

す

。こ

れ

ら

の
血

管

（
動

脈

）

や

心

臓

の

病

気

を

あ

わ

せ

て

、

盾

環

器

病

と

い

い

ま

す

が
、

こ

の

よ

う

な

病

気

を

早

期

発

見

し

、

脳

卒
中

・

心

臓

病

な

ど

を

防
ぐ

た

め

に

行

わ

れ

る

の

が
、

一
般

健
康

診

査

で

す

。

早

期

発

見

の

た

。め

。

検

診

を

受

け

ま

し

よ
ケ

高

血

圧

や

動

脈

硬

化

を

抑

え

る

治

療

や

健

康

管

理
は

、

病

気

が
軽

い
う

ち

に

で

き

る

だ

け

早

期

に

始

め

る

ほ

ど

、

無

理
な
く
行
う
こ
と

が
で
き
、
か
つ
効
果

が
高
い
の
で
す
。
「
早
期
発
見
・
早
期

予
防
」
の
た
め
に
は
、
血
圧

測
定
や
心

電
図
検
査
な
ど
の
検
診
を
受

け
る
こ
と

が
重
要

で
す

。

四

〇
歳
を
す

ぎ
る
と
、
血
圧
や

心
臓

な

ど
に
異
常
が
み
ら
れ
る
人

が
多
く
な

る
の
で
、
年

一
回
は
、
一
般

健
康

診
査

を
受
け

る
必
要

が
あ
り
ま
す

。
個
人
で

は
検

診
の
機
会
を

つ
く
り
に
く

い
の
で

こ

の
機
会
に

ぜ
ひ
受
け
た
い
も
の
で
す
。

と
く
に
、
肉
親
に
高
血
圧

が
い
る
人

や
、
少
し
高
め
だ
と
い
わ
れ
た
こ
と
の

あ
る
人

は
、
若
く
て
も
定
期
的
に
受
け

る
よ
う
、
心

が
け
た
い
も
の
で
す

。

村
で
は
、
例
年
ど
う

り
佐
井

診
療

所

で
、
七
月
か
ら
九
月
（
申
し

込
み
人
員

６

月

の

事

業

↓

胃

ガ
ン
・
直
腸
ガ
ン
検
診

５
日
㈹

原
田
・
川
目
・
長
後

棊
原
田
地
区
生
活
改
善

地
区

の
方

セ
ン
タ
ー
で

６
日
困

福
浦
・
牛
滝
地
区
の

↓

福
浦
地
区
生
活
改
善

方

セ
ン
タ
ー
で

７
日
困

古
佐
井
地
区
の
方

‘ｙ
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で

８
日
吻

大
佐
井
地
区
の
方

辜
役
場
前
で

９
日
出

パ
谷
・
矢
越
地
区
の

↓

役
場
前
で

１２
日
㈹

妊
婦
健
診
・
母
親
教
室

１８
日
㈲

成
人
病
教
室

（
川
目
地
区
）
と
学
校
精
密
検
診

２２
日
吻

乳
児
健
診
（
対
象

５８
年
９
月
生～

５９
年
２
月
生
）

四
日
㈲

子
宮
ガ
ン
検
診

兆
日
困

乳
児
相
談

四
日
吻

成
人
病
教
室
（
牛
滝
地
区

）

之
７
月
２
日
囲

子
宮
ガ
ン
検
診



に
よ

る
）
ま
で
、
一
般

健
康
診
査
を
行

い
ま
す

。
後
日
、

各
地
区

の
保

健
協
力

員

が
巡

回
し
ま
す

の
で
、

お
申
し
込
み

く

だ
さ
い
。

一
、

対
象

者

四
〇

歳
か
ら
お
年
寄
り

ま
で

二
、
料

金

無

料

三
、
’検

診
日

一
日

の
検

診
人
員
を
、

九
～
十
人

で
行

い
ま
す

の
で
、
役
場
で
指
定
し

申
し

込
み
後
に

個
人
へ

通
知
し
ま
す
。

保
健
婦
の
担
当
地
区
が

か
わ
り
ま
し
た

．
宮
木
喜
久
代

担
当
地
区
は

磯

谷
・

長
後

福
浦
・
古
佐

井

で
す

。

横
浜
ま
り
子

担
当
地
区
は

大
佐
井
・
原

田
・
川
目
・

牛
滝
で
す
。

一

戸
奈

つ
ね

徂
当

地
区
は
、

矢

越
で
す

。

龝
元

保
健
婦

と
交
替
に
な

り
ま
し

た
。

。年
金

だ
よ
り

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
人
は
免
除
の
手
続
き
を

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
必
ず
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

収
入
が
な
い
あ
る
い
は
災
害
に
あ
っ
た

な
ど
、
ど
う
し
て
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
理
由
を
記
入

し
た
申
請
書
を
提
出
し
、
知
事
の
承
認

第

二
十

回

国

民

年

金

展

の

作

品

を

募

集

し

ま

す

今
年
も
例
年
の
と
お
り
、
国
民
年
金

制
度
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、

国
民
年
金
に
ち
な
ん
だ
字
句
を
課
題
と

し
た
、
学
童
に
よ
る
習
字
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

昨
年
は
、
県
下
全
域
か
ら
、
二
千
七

百
点
あ
ま
り
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
こ

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
百
二
十
六
点
が
優

を
受
け
た
と
き
に
は
、

保
険
料

が
免
除

さ
れ
ま
す
。

一
年
分
（
四
月

か
ら

来
年
三
月
ま
で

の
分
）
の
免
除
を
受
け

る
た

め
に
は
、

七
月
末

ま
で

に
、
納
付
案
内
書
と
印
鑑

を
持
っ
て
、
国
民

年
金
係
へ

お
い
で
く

だ
さ
い
。

免
除
を
受

け
た
期
間

は
、

老
齢
年
金

の
額
が
、
納

め
た
場
合

の
三

分
の
一
に

な
っ
て
し

ま
い
ま
す

の
で
、

余
裕

が
で

き
た
と
き
に
は
必
ず
追
納
す

る
よ
う
に

し

て
く
だ
さ
い
。

秀
作
と
し
て
、
十
月
二
十
九
日
と
三
十

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
弘
前
市
の
文

化
会
館
で
展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が

観
賞
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
展
示
会
は
、
国
民
年
金
推
進

月
間
で
あ
る
十
月
に
、
八
戸
市
で
行
わ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

応
募
に
関
す
る
詳
し
い
事
は
、
民
生

相
談
課
国
民
年
金
の
係
ま
で
、
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

・ Ｌ Ｐ ガ ス ■

お 済 み で す か

ガ ス 漏 れ 警 報 器 の

取 付 け は

共同住宅（３世帯以上入居の

マンション・アパート）や料理・

飲食店など不特定多数の人が出

入りする建築物で、ＬＰガスを

使用している場合は、液化石油

ガス法によって。６月末までに

ガス漏れ警報器を設置すること

が義務づけられています。

まだ取付けていない方は。早

目に取付けましょう。

家 ＩＵ合。５
図
解 測鉛安全

雨の日は危険がいっばい 雨の日は、ドライバー、歩行者ともに交通

事故の危険性が高くなります。

ドライバーの視界がワイパーでふかれる範

囲に限られたり、ガラスが曇ったりしますの

で、前方の確認は晴れの日に比べて難しくな

ります。また、路面が滑りやすくなっていま

すので、急ブレーキをかけてもスリップして

思うように止まれません。

歩行者はというと、雨のときは傘などを持

っていますので、動きが鈍くなったり、足元

に気をとられ、車に気づかなかったりします。

ドライバーの皆さん。雨の日に歩行者のそ

ばを通るときは、必ずスピードを落として走

りましよう。また歩行者の皆さんは、なるべ

く目立つ色の服装をし、無理な横断はしない

ようにしましよう。



春

の

交

通

安

全

運

動

に

参

加

し

て

み

て

佐
井
中
学
校
二
年

高
橋

代
人

四

月
八
日
、

日
曜
日
、
午
前
中

は
学

校
で
部
活
、
午
後
一
時
半
か
ら
、
紀
伊

君
、
大
畑
君
、
石
戸
君
、

川
岸
君
、
達

也
君
、
僕
と
六
人

で
、
事
故
防
止
の
活

動
に
参
加
し

ま
し

た
。

危
険
な
場
所
に
設
置
し

て
あ
る
カ
ー

ブ

こ
ラ
ー
の
清
掃
で
す
。
六
人

と
も
、

始
め
て
の
作
業

で
し

た
。

最

初
は
、
前
村

長
さ
ん
の
家

の
前

か

ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し

た
。

「
ご
め
ん
く

だ
さ
い
。
す
み
ま
せ

ん

が
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
清
掃
に
使
う
水
を

こ
の

バ
ケ
ツ
に
く
だ
さ
い
弋

や
あ
、
け

る
て
ば
、

け
る
て
ば
、
な
ん

ぼ
で
も
つ

か
さ
ま
い
、
ご
苦
労

さ
ん
だ
の
う
」

と

言

っ
て

、
二
表
の

ポ

ン

プ

に

案
内

し

て

く

れ
ま

し

た

。

昔

の

ポ

ン

プ
井

戸

は

、

自

分

の
力

で

い

く

ら
で

も

吸

い
上

げ

る

こ

と

が

出

来

ま
し
た
。
大

自
然
の
水

だ
、

そ

れ

に

、
断

水

に

な

っ
て

も

あ

わ
て

る

心

配

が

な

い

と

思

い
ま

し

た

。

前

村

長

さ

ん

の
前

が

終

っ
て

、
営

林

署
前

、

柳
田

商

店
前

、
役

場

の
両

カ

ー

ブ

、

角
本

理

容

院
前

、

駐

在
所

前

、

古

佐
井

橋

の
前

、
川

岸

商

店

の
横

、
石

沢

村

長

さ

ん
前

、

お

寺

の
前

、

竹
内

鉄
工

前

、
木

下

ク
リ

ー

ニ

ン

グ

店
前

で

カ

ー

ブ
ミ

ラ

ー

の
清

掃

は

終
了

し

ま

し

た

。

ズ

ッ

ク

は
み

ん

な

ビ

シ

ョ

ぬ

れ
で

し

た

が

、

六
人

と

も
気

に
せ

ず
、

汚

れ

の

落
ち

た

カ

ー

ブ

ミ

ラ

ー

に

、

六
人

の

顔

が
気

持
ち

よ

く

映

っ
て

い
ま

し

た
。

「

今

度

は

お

れ

た

ぞ
」「

次

は

お
ま

え

だ

」「
し

や

っ

こ

い

じ

や
」「

カ

ー

ブ
ミ

ラ

ー

ど

わ

い

の

顔

ど
ま

ぢ

が
う
な
」「

ほ
ら
、

車

来

た

ぞ

」

ビ

ー

ピ

ー

ク

ラ

ク

シ

ョ

ン

を

な

ら
し

て

、

手

を

上

げ

て
合

図
す

る

運
転

手

も

通

っ

た

。

少
し

て

れ

く

さ

か

っ

た

が
、

な

ん

と

な

く
気

持
ち

が

さ

わ

や

か

で
し

た

。

帰

り

に

見

な

れ

な

い
リ

ン

ゴ

売

の

車

が
通

り

、「

こ

れ

、

佐

井

の
中
学
生

だ
べ
、

え

ら

い

。

日

本

の
国

の

た

め

の

交
通

安

全

さ

、
よ

ぐ

協

力
し

て

く

れ

た

な

今

日

は

お
ま
え
達
さ
、
リ

ン
ゴ
サ

ー
ビ
ス
す

る
か
ら
、
く

っ
て
け
ろ
」
と
言

っ
て
リ

ン
ゴ
を
く
れ
ま
し

た
。「
ど
う

も
あ
り
が

と
う
」

あ
ま
り
大
き
く
な

い
け

ど
、
最

高

に
お
い
し

か
っ
た
な
あ
。

そ
の
晩
、
家

族
に
話
し
た

ら
、「
え
え

日

だ
っ
た
の
」
と
喜
こ
ん
で
く
れ
ま
し

た
。夏

休

み
に
な

っ
た
ら
、
こ

の
グ
ル
ー

プ
で
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
清
掃

に
協
力
し

よ
う

と
思
っ
て

い
ま
す

。
そ
し
て
、
事

故

の
起
き
な

い
、

起
こ

さ
な

い
、

明
る

い
佐
井
村

に
な

る
こ

と
を
希
望
し
ま
す
。

運

転

手

の

一

人

か

ら須

藤

道

章

四
月

八
日
、

午
後
の
こ

と
で
あ
る
。

車
を
運

転
し
て

い
た
ら
中

学
校
の
生
徒

が
長
い

ぼ
う

ブ
ラ

シ
を

持
っ
て
危

険
箇

所

に
設
置
し
て

あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
を

清

掃
し

て
い
る
の
を
見

か
け

た
。

オ
ッ
ー
。
み
ん
な

Ｉ
生

懸
命
に
み
が

い
て

い
る
。
思
わ

ず
ご
苦
労

さ
ん

と
叫

ん

だ
。
六
人

と
も
友
達

か
な

。
す

ば
ら

し

い
グ
ル
ー
プ
だ
な
。
と
思

っ
た
り
も

し

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ

我
々
運
転
す

る

立
場
に
と
っ
て
は
、
力
し
フ
ミ
ラ
ー
は
、

昼

夜
を

問
わ
ず
貴
重
に
利
用
し
て

い
る

大

事
な

大
事
な
施
設
で

あ
る
。
冬

の
間

の
よ

ご
れ
を
こ

れ
程
き

れ
い
に
し

、
大

事
に
扱
っ
て
く
れ
る
中
学
校
の
生
徒
、

ど
こ
の
地
域
で
も
非
常
に
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
あ
り
か

た
い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
と
も
交
通
安

全
は
も
と
よ
り
、
日
頃
か
ら
ど
ん
な
小

さ
な
親
切
で
も
、
社
会
の
た
め
卒
先
し

て
役
立
つ
人
に
一
人
で
も
多
く
成
長
し

て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け
て
、

存
分
に
勉
強
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
思

い
や
る
心
を
た
や
さ
な
い
よ
う
に
、
さ

ら
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

佐
井
村
の
Ｉ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、

又
、
二
人
の
子
供
を
持
つ
父
親
と
し
て

も
日
々
に
健
や
か
に
、
む
じ
や
き
に
成

長
す
る
我
が
息
子
を
み
つ
め
て
、
交
通

事
故
は
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
。
起
こ
し

て
も
ら
い
た
く
な
い
も
の
だ
と
思
い
、

ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

六
名
の
佐
井
中
学
校
生
徒
諸
君
、
ご

苦
労
様
で
し
た
。

シ

ー
ト

ベ
ル
ト

ま
ず
助
手
席
の
私
か
ら

五
月
十
日
、
佐
井
村
交
通
安
全
毋
の

仝
の
会
員
と
、
佐
井
駐
在
所
長
、
役
場

職
員
と
で
、
佐
井
村
と
大
間
町
と
の
境

界
付
近
へ
、
看
板
を
立
て
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
佐
井
村
大
工
組
合
が
寄
贈

し
て
く
れ
、
川
目
の
上
山
実
さ
ん
が
、

文
字
入
れ
を
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
に
つ
い
て
は
、

大
部
分
の
人
が
そ
の
効
果
を
認
め
て
い

ま
す
。
で
も
、
「
面
倒
だ
か
ら
」
「
わ

ず
ら
わ
し
い
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
、

着
用
し
て
い
な
い
人
が
多
く
い
ま
す
。

こ
の
看
板
に
よ
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
者
が
増
え
、
交
通
安
全
に
役
立
つ

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

カーブミラーの清掃

幸せは家族みんなの対話と協力から

第 Ξ 日 曜 日 は

家 庭 の 日



は

じ

め

て

の

交

通

安

全

佐

井

小

学

校

四
年

石

川

晶

子

四

月
八
日
、
ま

だ
寒
い
日
で
し
た

。

新
入
生
を
交
通

事
故

か
ら
守

る
た
め
に

母

の
会

の
旗
立
て
に
、
佐
井
村
に

か
わ

っ
て

き
て

は
じ

め
て
、

お
手
伝

い
を
し

て
み
ま
し

た
。

旗
の
色

は
黄
色
で
、
「
注
意
」
。
と

い

う
こ

と
で
す

。
旗
の
中
に
は
、
横
断
歩

道
を

き
ち
ん
と
渡
っ
て

い
る
絵

が
書

か

れ
て

い
ま
し
た

。
そ

の
下
に
宝

ク
ジ
と

書
か
れ
て

い
た

の
で
、
毋

の
会
と
書
き

直
し
ま
し

た
。
私
は
四
十
本
の
旗
に
、

一
生

懸
命
書
き
ま
し
た
。「
文
字

が
上
手

だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。
佐
井
村
に
来
る
ず
っ
と

前
に
、
少
し
習
字
を
始
め
た
こ
と

が
あ

っ
た

か
ら
で
す
。

さ

っ
そ
く
、
佐
井
小
学
校
の
歩
道
の

ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
、
一
本

づ
つ
立
て
ま

し
た
。
強

い
風

が
吹

い
て
も
こ
ろ

ば
な

い
よ
う
に
、

ガ
ム
テ
ー
プ
で
し

っ
か
り

お
さ
え
ま
し
た
。
お

ば
あ
さ
ん
た
ち

が

「

ご
苦
労
さ
ん
、
き
れ

い
だ
の
う
、
き

っ
と
新
し

い
一
年
生

が
喜
こ
ぶ
よ
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

四
月
二
十
七
日
、
今
度
は
、
旗
を
整

理
す

る
日

が
来
ま
し
た
。
旗
は
す

ご
く

い
た
ん
で

い
ま
し
た
。
整
理
し
て

い
た

ら

い
つ
の
ま
に
か
、
佐
賀
さ
ん
の
お
母

さ
ん
弋

子
供
達
三
人

が
、
応
援
に
来

て

い
ま
し
た
。

お
か

げ
で
、
す
ぐ
に

終

り
ま
し
た
。
取
れ
た
旗
を
、
小
学
校

の

く
ず
か

ご
へ
入
れ
て

帰
り
ま
し
た
。

一
年
生
の
皆
さ
ん
。
交
通
事
故
に
会

わ
な

い
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す

。
こ
れ

か
ら
も
気
を
つ
け
て
ね
。

交

通

安

全

に

一

言

松

谷

三
枝

長

い
冬
か
ら
開
放
さ
れ
た
の
も
束

の

間
、
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
先
般

行
わ
れ
ま
し
た
。

い
の
一
番
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

新
入
学
児
童
の
新
し
い
門
出
。
な
ん
と

し
て
も
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て
い
こ
う

と
実
施
し
て
か
ら
三

年
目
、
我
が
子
の

入
学
時
を
思

い
出
し
ま
す
。

小
中
学
校
長
始
め
、
毋
の
会

の
交
通

安
全
指
導
と

い
う
、
暖
か
い
思
い
や

り

を
通
し
て
、
私
の
息
子
も
早
や
、
三
年

生
と
な
り
ま
し
た
。

お
互

い
だ
か
ら
、
守

る
べ
し
、

そ
し

て
、
守
っ
て
あ
げ
る

べ
し
、

終
っ
た
後

は
忘
れ
ず
、「

ご
く
ろ
う
さ
ま
」
の
合

言

葉
に
、
私
の
微
力
で
、
幸
せ
を
心
か
ら

願

い
つ
つ
、
少
し

で
も
交
通
安
全
を

と

思

い
な

が
ら
、
事
故
か
ら
守

っ
て

い
き

た

い
も
の
で
す
。

安
全
期
間
中
、
寒
い
所
、
大
間

警
察

署
長
さ
ん
、
交
通
係
長
さ
ん
、
佐
井

駐

在
所
長
さ
ん
、
朝
早
く
か
ら
山
崎
酒
屋

さ
ん
の
交
差
点
に
立
ち
、
交

通
安
全
の

た
め
の
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
に
暖
か
い
御
指
導
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
暖
か
い
御

指
導
を
、
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
実

行
し
た

い
も

の
で
す
。
自
分
の
生
命
に

は
、

ス
ペ
ア

が
な

い
の
で
す
か
ら
。

植物観察と押し花

野や山へ出かけたら、植物採集

をしてみましよう。なにげなく咲

いている小さな草花たちも、手に

取ってよく見れば、みんな個性あ

る 顔゙″をしてますよ。

手軽に楽しむ植物採集

①花をつけている草花から始める

ほうが、親しみがあってよいで

しょう
Ｏ

②巻き尺で草花の高さを計るなど

して、はえている様子をメモし

ましょう
Ｏ

③採集した場所、月日、名前など

をメモしましょう。

④名前の分からないものは、図か

んで調べます
Ｏ

花、葉、茎が手

がかりです。

⑤ビニール袋に入れて持ち帰り、

標本にしましょう。押｜｜，芦の囎 りＴ黔

江］形を整えて週刊

誌などにはさむ

ｚ家に帰ってから

重しを乗せて乾か

す

［蕊よく乾いたら台

紙に張る

囲本のしおりなど

に仕上げるのも楽

しいですよ



狂
犬
病
予
防

注
射
を
行
い
ま
す
″
］

あ
な
た

の
愛
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法

で
春

（
一
回
目
）
は

登
録
と
予
防
注
射

を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
狂
犬

病
予
防
注
射

の
日
程
は
、
次

の
と
お
り

で
す

。

昭

和
５９

年

度

第

一
回

狂

犬

病

予
防

注

射
日

程

６

１２

６

１１
月
日

佐
井
分
署
前

商

工

会

前

竹
内
自
工
前

牛

滝

診

療

所

前

福
浦

生

活

改

セ

ン

タ

ｊ

長
後
滝
本

商
店
前

磯

谷

集

会

所

前

矢

越

生

活

改

善

セ

ン

タ

ー

前

川

目

生

活

改

菩

セ

ン

タ

ー

前

原
田

漁
協
前

場

所
霄則

午

後
１１

時

１０

分

工

に
時

５０

分

午

後
１０

時

２０

分

～

１１（

時

午

前
９

時

４０

分

～

１０

時

１０

分

午
後
ｘ
兄

分
～
２
時
背

午

後
１

時

３０

分

～

１

時

４０

分

午

前
Ｈ

時

５０

分

ふ

一
時

午

前
１１

時

３０

分

Ｓ

１１

時

４０

分

午

前
Ｈ

時

１０

分

～

１１

時

２０

分

午

前
１０

時

３０

分

～

１０

時

５０

分

午

前
１０
時

ふ

一
時

１０

分

時

間

備
考

料
金

集
合
注
射
料

匸
二
四
〇
円

注

射

済
票

三
六
〇
円

登

録

料

二
、一
〇
〇
円

合

計

三
、
七
〇
〇
円

自

動

車

税

は

お

早

目

に

六
月
三
〇
日
は
、

自
動
車

税
の
納
入

期
限
で
す

。

納
税

は
、

お
近
く

の
銀
行
、
信
用
金

庫
、
信
用

組
合
、
郵

便
局

の
ほ
か
、
県

で

指
定
し
た

農
協

の
窓

口
で

も
納

め
る

こ

と
が
で
き
ま
す
。
納

税
貯
蓄

組
合
に

加
入
し
て

い
る
人
は
、

組
合
を
通
じ
て

納

め
て
く

だ
さ
い
。

〈
車
検
を

迎
え

る
皆
さ
ん
へ
〉

自
動
車
税

の
納
税
通
知
書

の
一
枚
目

は
、
納
税

が
済

む
と
、
納
税
証
明
書
に

な
り
ま
す
。
車
検

の
と
き
に
必
要
な
も

の
で
す

か
ら
、
車
検
証
と
一
緒
に
し
て

大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

詳
し
く
は
、
む
つ
県
税
事
務
所
へ
。

言

一
七
五
－

二
二
上

三

○
六
）

青
森

行
政

監
祭
局
か
ら
お
し
ら
せ

行
政
管

理
庁
で
は
、
当
村
住
民

の
行

政
に
関
す

る
苦
情
等
の
相
談
に
応
じ
、

そ

の
解
決
を
手
助
け
す

る
た
め
に
、
次

の
方
を
「
行
政
相

談
委
員
」
に
委
嘱
し

て

い
ま
す
。

氏
名

大
石

健
次
郎

住
所

佐
井
村
大
字
長
後
字
長
後
六

電
話

五
四
二
二

相
談
は
、
無
料
で
口
頭
、
電
話
、
手

紙
の

い
ず
れ
の
方
法
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
相
談
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
は

秘
密
を
守
り
、
親
身
に
お
世
話
す
る
こ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

相

談
の
内
容
は
、
役
所

の
仕
事

に
関

す

る
こ

と
で

あ
れ

ば
何
で
も
よ
く
、
例

え

ば
、

登
記
、
年

金
、

保
険
、
道
路
、

河
川
等

に
つ
い
て
、
役
所

の
仕
事

が
遅

い
、
不
親

切
だ
、
納
得
で
き
な

い
、
法

律
や
手
続
き

が
わ

か
ら
な

い
等
、

日
頃

お
困
り
に
な

っ
て

い
る
こ
と
、
不
満
に

思

っ
て

い
る
こ
と

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

大
石
氏
は
、
昭
和
五
十
四
年

か
ら
就

任
し
、
月
六
件
、
年
七
十
件

の
割
合
で

本
年
度
ま
で
約
三
百
件

（
未
報
告
分
も

入
れ
て
）

の
行
政
相
談
を
処

理
し
て

い

ま
す
。

（
民
生
相
談
課
）

昭

和

五

十

九

年

青

森

県

保

母

試

験

試
験
期
日

昭
和
５９
年
７
月
２５
日
伽

～

７
月
２７
日
吻
ま
で
三
日
間

試
験
場
所

青
森
県
立
中
央
高
等
学
校

※
詳
細
は
、
役
場
民
生
相
談
課
住
民
係

に
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ

い
、。

貸

金

業

関

係

移

動

相

談

の

実

施

に

つ

い

て

昨
年
四
月
、
貸
金
業
関
連
二
法

が
成

立
し
、
十
一
月
よ
り
施
行
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
法
律
の
目
的
は
、
貸
金
業
者

の
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
し
、
利

用
者
の
利
益
の
保
護
を
図
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
貸
金
業
を
営
む
方
は

登
録
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま

し

た
。

県

で
は
、

昨
年

十
月
、

県
内

八
市
で

説
明
会
を

開
催
し
、
ま

た
、

登
録
貸

金

業

者
に
は
通
達
等
を
配

布
し
、
法
令
等

の
周

知
徹

底
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
五

十
九
年
三
月
末
で
県
知
事

登

録
業

者
は
、
四
百
二

十
一
業
者
、
二
県

以
上
に
支

店
を
有
す

る
大
臣

登
録
業
者

の
県
内
に

お
け

る
支

店
数
は
、
百
二

十

四

店
と
な

っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
で
は
、
一
月
よ

り
貸

金

業
者

の
立
入
検
査
を

開
始
し
、
三
月
末

ま
で

に
八

十
九
業
者

の
検
査
を
実
施
し

ま
し

た
。

検
査
に

お
い
て
は
、
法
令
等

に
基

づ

く
契
約
書
、
領

収
書

の
整
備
な

ど
、
業

務

の
適
正
化
を

指
示
し
て
き
て
い
ま
す
。

し

か
し
、
依
然
と
し
て
、

多
重
債
務

者
等

の
貸
金
業
に
関
す

る
問
題

が
発
生

し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
問
題
に

つ
い
て
は
、
各

市
町
村

の
相
談
窓
口
、
各
警
察
署
の
相

日

程

６
月
１３

日
南

６
月
１２

目
次

６
月
１１一
日
㈲

６

月
８
日
廁

６

月
７
日
南

６

月
６
日
南

６

月
５
日
次

６

月

４

日

印ぐ

日

時

黒

石

市

産

業

会

館

三

沢

市

公

会

堂

む

っ

商

工

会

八

戸

商

工

会

議

所

十

和

田

商

工

会

議

所

弘

前

商

工

会

議

所

五

所
川
原

商
工
会
議
所

青

森

商

工

会

議

所

場

所

相
談
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

談
窓
口
、
県
警
サ
ラ
金
一
一
〇
番
、
貸

金
業
協
会
、
県
行
政
相
談
室
、
県
商
工

課
の
貸
金
業
担
当
職
員
が
、
直
接
対
応

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
借
用

書
、
領
収
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
、
ご

持
参
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

佐
井

派

出
所

か
ら

お
し

ら
せ

先
日
、
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
佐
井
村

管
内
に
お
い
て
、
期
間
中
に
オ
ー
ト
バ

イ
の
自
損
事
故
で
、
足
の
骨
を
折
る
ケ

ガ
、
ま
た
、
期
間
後
ま
も
な
く
、
川
目

方
面
で
、
電
柱
に
衝
突
す
る
事
故
、
さ

ら
に
は
、
中
磯
谷
方
面
で
、
昼
間
か
ら

酒
酔
い
運
転
な
ど
、
事
故
や
違
反
が
相

次
い
で
起
き
て
い
ま
す
。

さ
い
わ
い
な
事
に
、
死
亡
者
は
出
て

い
ま
せ
ん
が
、
ど
れ
も
一
つ
ま
ち
が
え

る
と
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
事
ば
か
り
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
暖
か
い
陽
気
に
気

を
緩
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
人
一

人
交
通
安
全
を
確
認
し
合
っ
て
く
だ
さ

い
。



流

通
物

価
ニ
ュ

ー
ス

県
で
は
、
こ
の
は
ど
昭
和
五
十
八
年

平
均
青
森
県
消
費
者
物
価
指
数
（
消
費

生
活
の
物
差
し
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
を

一
〇
〇
と
し
た
総
合
指
数
で
一
一
〇
・

二
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
二
・
〇
％
の

上
昇
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
上
昇
率
は
、
昭
和
三
十
五
年
の

調
査
開
始
時
の
∵

四
％
に
次
ぐ
低
い

上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
全
国
平
均
の
消
費
者
物
価
指

数
は
Ｉ
〇
九
・
七
と
な
り
、
前
年
に
比

べ
∵

九
％
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
ほ
ぼ
全
国
並
み
の
安
定
し
た
棊
調

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

（
表
一
、
図
一
参
照
）

表１ 対前年上昇率（総合）の推移

県

で
は
、
複
雑

多
様
化
す

る
消
費
生

活
を

め
ぐ

る
、
種

々
の
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
消
費
生
活
苦
情
相
談
員
を
配

置
し
て

い
ま
す
。

消
費
生
活
苦
情
相
談
員
は
、
地
域
に

発
生
し
た
消
費
生
活
に
ま
つ
わ
る
苦
情

や
相
談
に
対
処
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し

ま
す
。

氏
名

渋
田

祐
子

住
所

佐
井
村
字
古
佐
井
一
〇
八
の

Ｉ

電
話

二
四

六
三

図１ 消費者物価指数の対前年上昇率（総合）

青

少

年

を

す

こ

や

か

に

育

て

る

た

め

に

家
庭
の
役
割
を
い
ま
い
ち
ど
考
え
て

み
ふま
し
よ

つヽ
Ｏ

青
少
年
育
成
佐
井

村
民
会
議

○
親

が
ま
ず
や
っ
て
み
せ
る

子
供
は
日
常
生
活
の
中
か
ら
学
び
ま

す
。
そ
の
手
本
は
親
が
示
し
ま
し
ょ
う
。

〇
が
ま

ん
す

る
こ

と
を

教
え

る

が
ま

ん
す

る
と
こ

ろ
は
が
ま

ん
さ
せ

子
供
が
自
分
な

り
に
反

省
す

る
よ
う
に

し

む
け
ま
し

ょ
う

。

〇
感
情
的
な
し

か
り
方
を

し
な

い
よ
う
に

わ

る
い
こ
と
を
み
つ
け
た
ら
、
動
機

を
よ
く
確
か
め
、
冷
静
に
し
か
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
社
会

の
き
ま
り
を

守
る
こ
と
を
教
え
る

善
悪
の
け
じ
め
や
社
仝
の
き
ま
り
を

は
っ
き
り
と
お
し

え
ま
し
ょ
う
。

青
森
県
青
少
年
健
全
育
成
推
進
員

は

次
の
か
た
が
た
で
す
。
青
少
年
問

題
に

係

る
こ

と
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く

だ

さ
い
。

歳時記

かたつむり

か
た
つ
む
り
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

姿
を
現
し
、
盛
ん
に
活
動
す
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
暖
か
く
、
雨
の

多
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
か
ら
。

で
は
、
寒
い
時
や
乾
燥
し
た
時
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

殼
の
中
に
引
っ
込
み

。休
業
中
”

を
決
め
込
ん
で
い
ま
す
。

か
た
つ
む
り
を
で
ん
で
ん
虫
と

い
う
の
は
、
引
っ
込
ん
で
し
ま
う

と
な
か
な
か
出
な
い
か

ら
「
出
ん
出
ん
虫
」
な

の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
マ
イ

と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、

舞
い
舞
い
で
は
な
く
て

巻
き
巻
き
が
語
源
だ
と

か
。か

た
つ
む
り
の
殼
が

巻
き
貝
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
は
ご
存
じ
の

と
お
り
で
す

が
、
そ
の
巻
き
方

は

ヒ
ダ
リ
マ
キ
マ
イ

マ
イ

と
い
う

種

類
の
ほ
か
は
、

ほ
と
ん
ど
が
右

巻

き
で
す

。

と
こ

ろ
で
、

か
た

つ
む
り

の
雌

雄
の
見

分
け
方
を

ご
存
じ
で
し

ょ

う

か
。
実
は
、

か
た

つ
む
り
は

雌

雄
同
体
で
す
。
け
れ

ど
も
交
尾
は

ほ
か
の
か
た
つ
む
り
と
行
い
、
精
子

を
交
換
し

合
っ
て
卵
を
産
み
ま
す
。

こ

の
よ
う
に
か
た

つ
む
り
は
ち

ょ
っ
と
変
わ

っ
た
動
物
で
、
触
角

を
動

か
し

な

が
ら
ゆ
っ
く

り
動

い

て
行
く
姿
を
見
て
い
る
と
、
自
然

の
営

み
の
神
秘
さ
を

感
じ

ず
に
は

い
ら
れ
ま

せ
ん

。

さ
て
、
六
月

に
は

自
然
を
守
り
、

身
近
な
環

境
を
大

切
に
す

る
た

め

の
「

環
境
週
間
」

が
あ
り
ま
す
。

こ

の
週
間

の
初
日
は
六
月
五
日

の

世
界

環
境
デ
ー
。
一
九
七
二
年
に
、

ス
ト

ッ
ク
ホ
ル

ム
で
人
間
環
境
会

議

が
開
か
れ
た
の
を
記

念
し
た
も
の
で
、
こ
の

会
議
に
は
世
界
百
十
四

か
国

の
代

表
が
集
ま
り

ま
し

た
。

こ

の
週
間
を
中
心
に
、

各
地
で
環
境
美
化
行
動

の
日
が
計
画
さ

れ
て

い

ま
す

。
こ

れ
を

梭
に
、

あ
な

た
の
身
近
な
環

境

を

も
う
一

度
見

直
し
て

み
ま

せ
ん
か
。



ご

ぞ

ん

じ

で

す

か
９
‥

制

度

の

あ

れ

こ

れ

佐
井
村
遺
児
入
学
祝
金
等
支
給
条
例

昭

和

四

十

八

年

三

月
二

十

六
日

．

（

条

例

第

十

号

｀

佐
井
村
に
住
所

が
あ
る
遺
児
（
義
務

教
育
終
了
前
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。
父
母

の
な

い
者
、
父
ま
た

は
母
の
な

い
者
、
父
ま
た
は
母
に
遺
棄

さ
れ
て

い
る
者
、
父
ま
た
は
母
の
生
死

が
明
ら

か
で
な

い
者
、
父
ま
た
は
母
が

法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て

い
る
者
、
父
ま
た
は
母

が
引
き

続
き
一
年
以
上
行
方
不
明
と
な
っ
て
い

る
者
、
父
ま
た
は
母

が
心
身
の
障
害
に

よ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を

失

っ
て

い
る
者
、
そ

の
他
前
記

に
準
ず

る
と
認

め
ら

れ
る
者
）
で
、
小
学
校
、

ま
た
は
中
学
校
に
入
学
す
る
と
き
、
中

学
校
を
卒
業
す
る
と
き
、
父
ま
た
は
毋

が
死
亡
に
よ
り
、
遺
児
と
な
っ
た
と
き

は
、
入
学
祝
金
、
卒
業
祝
金
、
弔
慰
金

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
金
額
は
、
入
学
祝
金
一
人
に
つ

き
七
千
円
、
卒
業
祝
金
一
人
に
つ
き
一

万
円
、
弔
慰
金
、
死
亡
し
た
父
母
ま
た

は
父
も
し
く
は
母
に
つ
き
一
万
円
と
な

り
ま
す
。

支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
民

生
相
談
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

満
一
歳
に
な
り
ま
す

内
藤

ま

ど
か
ち

ゃ
ん

（
司
・
真
紀
子
）

大

佐

井

満

一
歳

に

な

る

赤

ち

ゃ

ん

を

募

集

し

ま

す

満
一
歳
に
な
る
前
日
の
十
日
前
ま
で

に
役
場
総
務
課
企
画
財
政
係
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口

五
月
十
日
現
在

○

お

誕

生

お

め

で

と

う

佐
藤

真
彦

（
信
夫
）

原

田

佐
藤

俊
彦

（
信
夫
）

原

田

横
浜

春
美

（
昭
彦
）

矢

越

川
畑

都

（
幸
三

）

矢

越

奥
本

牧
子

（
実
）

大
佐
井

金
沢

偉
人

（
政
人
）

原

田

紀
伊

明

（
美
佐
男
）

古
佐
井

相
木

駿
輔

（

輝
夫
）

古
佐
井

加

藤

り
ぇ

（
光
夫
）

原

田

横
浜

勝
久

（
昭
利
）

磯

谷

松

谷

絵
美

（
鉄
夫
）

大
佐
井

○

ご

結

婚

お

め

で

と

う

中
西

賢
吾

牛

滝

（
守
井
三
由

紀

横
浜
市

西
川

隆
広

古
佐
井

（

高
橋

知
子

士
別
市

木

谷
美
樹
也

大
間

町

（

横
浜

忍

大
佐
井

鈴
木

郁
雄

青
森
市

（

福
田

絹
子

磯

谷

南
山

徳
英

八
尾

町

（

東
出

京

子

古
佐

井

西
村

大
助

大
佐

井

（

阿
部

栄
子

鶴
岡
市

田

中

強

磯

谷

（
ふ

倉
ヨ
シ
エ

佐
原

市

山
田

一

大
佐
井

（
湊
谷

厚
子

川

目

大
畑

茂

古
佐
井

（
新
田

亮
子

大
間
町

遠
藤

浩
文

む
っ
市

（
内
藤

静
子

福

浦

木
村

幸
夫

青
森
市

（
横
浜

正
子

磯

谷

○

お
く
や
み

申
し

上
げ

ま
す

松
村

正
義
（
里
美
）

原

田

若
山

總
助
（
昭
二

古
佐
井

加
賀

む
っ
（
忠
二

中

道

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る

意
味
で
、
載
せ
て
欲
し
く
な
い
人
は
、

届
出
の
際
に
、
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

〈

お

わ

び

〉

五
月
号
表
紙
の
三
月
未
現
在
人
口
は

男
二
〇
七
八
、
女
二
〇
四
三
、
計
四

一

ニ

ー
の
誤
り
で
す
。

十

ペ
ー

ジ
の
戸
籍

の
窓

口
、

お
誕
生

お
め
で
と
う
で
、
福
田
仁

（
欽
次
郎

）

は
（
栄

匸

の
誤
り
で
す

。

訂
正
し
て
お
わ

び
い
た
し
ま
す

。

原

稿

を

、

お

寄

せ

く

だ

さ

い

広
報
さ
い
に
、
あ
な
た
の
原
稿
を
、

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
作
文
・
意
見
等
、

何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

締
切
日

―

毎
月
十
五
日

投
稿
先
－

‘総
務
課
企
画
財
政
係
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